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緒 ロ

カワウソ 上〃rrαJ〟r和 は海岸から高地の川や湖に至

る多様な水辺の環境を利用して生活し,旧北区及び東

洋区において寒帯から熱帯 まで広く分布する. しか

し,本種は特に水に依存した生活様式を持つため,開

発による水質汚染など人間の諸活動による影響を受け

易く (Erlinge,1972),我が国ではその1亜種である

ニホンカワウソ L〟Jral〟Trawhlleleytが絶滅の危機に

瀕している (今泉 ･高島,1974). 日本と地理的に近

く,気候風土の類似する韓国においても,本種は乱獲

のために極めて減少したとされる(Won,1981).しか

し,この地における本種の生息実態はあまり知られて

おらず,特に海岸域での調査は皆無である｡ そこで,

筆者らは韓国南部の海岸と河川における生息痕の分布

調査及び糞内容分析 を行ない,生息状況を推測した｡

本論に入るに先立ち,有益な助言と本稿の校閲を賜

った九州大学農学部動物学教室の内田照章教授,及び

英文要約校閲の労を賜ったカリフォルニア大学 E.W.

Jameson教授に感謝の意を表する.

調査地及び方法

韓国の慶尚南道 (Gyonsangnam-Do)と仝羅南道

(Chollanam-Do) の南部海岸,並びに智異山 (Mt.

Jiri)付近を中心に塘津江 (SeomjinRiver),洛東江

(NakdongRiver)及び錦江 (拡umRiver)水系を調

査した.調査地の海岸線は極めて複雑に入り組んでお
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り,外海に面した場所は岩の多い磯となっている.湾

奥や大河の河口付近には干潟が見られるが,砂浜は少

ない.また,汝の静かな内湾では養殖漁業が盛んであ

る.大河の下流域では護岸工事が施されているが,河

川の上 ･中流地域や海岸では比較的に自然状態が保た

れている.

カワウソの存否を確認するため,1982年 6月～1983

年 1月に海岸沿いや河川沿いの47カ所 (Fig.1)を

1カ所につき約3km 踏査し,糞や泊り場の発見に努

めた･更に,慶尚南道義昌郡亀山面 (Gusan-myong)

の海岸,及び忠清北道永同郡 の山間農村地帯 (標高

Zoom)である黄潤 (Hwanggan)の河川において,

調査期間を通じて本種及びチョウセンイタチ M〟steLa

sibErLcacoreanaの糞を採集し,糞内容物を水で洗い出

し,その出現頻度を求めた.

結 果

1.生息痕の分布

海岸では干潟,湾奥 に位置する場所や釜山 (Pu･

sam) 近郊を除き,糞 は各地で数多 く見出された

(Fig.1).馬山 (Masan)及びその周辺海岸におけ

る例 (Fig.2)のように,糞は一般に湾口や岬など突

出部に多かった.特に,糞の多くは波打ち際から1-

4m,高さ0.5-4m の場所に排他されており,波が

直接に打ち寄せる巨岩の上,あるいは岩穴の入口や内

部に多く分布していた.糞は小さな漁港の防波堤内に

ある岩の上にもしばしば認められた.他方,浅い湾内

における磯の少ない海岸では,糞 は極 めて少なかっ

た.例えば,慶尚南道義昌郡の農村地帯に位置する浅

い湾 (面積9.5km2,湾中央の水深5m)沿いには糞
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Fl等.1. Mapshowingtheoccurrenceofscatsexcretedbytheotter. ●,places
wherescatswerefound;▲,placeswherenoscatswerefound.

は全く発見されなかったが, この湾から20km 離れ

た比較的水深の深い馬山湾 (Masan Bay,面積9.8

km2,水深 12m)の磯海岸では,市街地近郊にまで糞

が分布した.

亀山面の海岸に分布する本種のサイン･ポストの中

から3カ所 (A-C)を選び,各地点における新しい

糞の出現頻度を Tablelに示した.Aは市街地の沖

合700m.にある遊園地の島に位置し, ここでは数週

間に1回の割合で新しい糞が見られた.B及びCは人

の往来の比較的少ない磯にあり,排継物がより頻繁に

認められた.海岸の泊り場として,本種は巨岩の下や

岩の裂隙をよく利用し,体を辛うじて入れ得る高さ40

cm 前後の間隙を特に好んだ.巨済島 (Koje-do)の

海岸では小河川をも遡って踏査したが,糞や泊り場は

海岸沿いに限って存在し,河川沿いには認められなか

198主
Oct.

った.

大きな水系については,川幅数百m以上の下流域で

は糞や泊り場は見られなかったが,上 ･中流域ではし

ばしば認められた.本種の遊泳に不適当と思われるほ

ど水量の少ない山間の渓流にも糞が見られた.海岸の

場合と同様に,糞はここでも岩上や巨岩の間隙に多か

った. 巨岩 の少ない淵やダム湖沿いでは,水辺から

1-5m離れた潅木の茂みの中に糞の堆積が見られ

た, こうしたサイン･ポストは湖面の結氷する冬季に

おいても継続して使用された.

2. 薫内容物

糞中における餌動物の出現頻度を Table2に示す.

糞 1個に含まれる餌の種類数は1-4であった.海岸

では季節を問わず魚類が糞内容物の大部分を占めた.

また,骨や鱗の大きさから見て,その多くは全長数

TableI. Thefrequenciesofexcretiontosignposts(A-C)*.

Date

1983
Nov. Dec. Jan.

23 24 25 26 27 30 5 11 13 19 22 26 28 3 10 15 16 17 20 27 28 4 5

A + - - 1 - - + - - + - - + -
B + - - + + + - + + + - +
C + 十 一 + + - + - + + -

～ShowninFig.2.
Symbols(+and-)indicatethepresenceandabsenceoffreshscats,respectively.

I
+
+
｢
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Table2. 0ccurrencefrequency(%)offooditemsfoundinscatsofL〟JraL〟traand
MustelasEbirEcacoreanainsummer(June･Aug.)andAutumn(Sep.-Nov.)in 1982,and
winter(Dec.andJam.)in1982-83.

L.lutra

Fooditem Coast

Summer Autumn Winter
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B]'rds

gieTphieS蒜ans
Insects
Crustacea
lsopoda
Gastropoda
PlaTltS
Others
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Samplesize 20 68 37

cm に過ぎない小魚から成り,大形の魚は認められな

かった.小形のカニ類も魚類に次いで頻繁に出現した

Fig.2.Mapshowingthedistributionof
scatsoftheotteralongthecoastofMasan
Cityanditsvicinity,Gyonsangnam-Doin
Noyember1982.●,presenceorscats;:･:･:･:･,
rockycoast;A-C,signpostsexamined.
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が,1個の糞中に含まれる畳は一般に少なかった.更

に,希れではあるが,鳥の羽毛,カエルの骨,甲虫の

麹鞘,フナムシ,巻且,木の葉及びナイロン製刺し桐

の断片も含まれていた.

河川沿いの糞でも魚類が主に検出され,海岸沿いの

場合以上に,小魚の占める割合が大きかった.更に,

チョウセンザリガニ Cambaf-oL'dessL'mLllL-S及びカエル

の出現頻度も高く,特に前者は1個の糞中にしばしば

多量に含まれていた.また,両者の出現頻度は冬季に

減少し,この傾向は特に後者で顕著であった.海岸や

河川沿いにはチョウセンイタチの糞も多く見出され,

植物の種子及びネズミ類の毛や骨を含む点でカワウソ

の糞と異なった.

考 察

カワウソ類は一般に数十kmに及ぶ広い行動圏を持

ち, しばしば一夜に10km 以上移動する (Erlinge,

1967a:MelquistandHornocker,1983).従って,

今回の結果を考え合わせると,韓国南部の海岸域は釜

山近郊など一部の地域を除いて,本種の分布域に含ま

れると思われる.しかし,海岸における本種生息痕の

分布は,磯に多く浜に少ないという偏りを示した.一

般に魚は浜よりも磯に多く (奥野,1971),調査海岸

においても湾口や岬の磯はしばしば良い釣り場となっ

ていた･本種 (Erlinge,1967a)や同様に水辺生活者

であるアメリカミンク MuslelavL'soTl(Rune,1970)

は行動圏内で餌や隠れ場の多い地点を特に頻繁に利用

するとされており,調査地における生息痕の偏りも同

様の理由によって生じたと思われる.



安藤元一 ･孫 成渡 ･白石 哲

調査地における糞内容物の構成は,ニホンカワウソ

のそれ (高知県教育委員会,1974)と類似し,甲殻類

の出現率は両者共に海岸よりも河川において高い.一

般にカワウソ類はサケなど比較的大形の魚類をも頻繁

に捕食するが (SheldonandToll,1964;Erlinge,

1967b,1969;Harris,1968) この調査地における本

種は大形魚を殆ど利用しない点で特徴的であり,小魚

に依存する食性は河川において特に顕著であった.

ニホンカワウソでは,その減少要因として海の汚染

による魚介類の激減,護岸工事や海岸沿いの道路建設

に伴う隠れ場の減少,農薬の大豊使用,漁綱による溺

死あるいは人間による意図的な捕獲などが挙げられて

いる (清水,1975;今泉ら,1977).韓国でも密猟は

行なわれているようであり,また前述したように漁網

が糞中に出現したことから,これによる溺死の可能性

も考えられる｡しかし,調査海岸線は極めて複雑に入

り組んでいるために,海岸沿いの道路は少なく,かつ

海の汚染は一部の湾内に留る.また,河川の上流域に

は自然状態が未だ保持されている.このように,生息

環境が日本はど悪化していないこの地において,本種

保護の啓蒙を積極的に行なえば,人間との共存は可能

であろう.

要 約

韓国南部におけるカワウソ L〝traLulraの生息状況

を知るため,海岸と河川沿いに糞の分布調査を行ない,

更に糞内容物を分析して食性を調べた.

1. 本種は調査地の海岸及び河川上流域に広く分布

し,生息痕は市街地近郊の海岸にも見られた.

2. 外海に面した磯は餌と隠れ場に富むため,浅い

湾内の浜よりも頻繁に利用された.

3. 海岸における本種の主要な餌は魚類であり,河

川では小魚,ザリガニ及びカエルであった.

4. 複雑に入り組んだ海岸及び護岸工事の施されて

いない上流域は,本種の生息に適した環境と思われる.
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Summary

The distribution ofthe common otter,Lulra lutra,in SouthernKoreawas

investigated by collectionsorthe scats round along thecoastanda rev large

riversystems,andsubsequentlythefoodhabitswereexaminedby theiranalyses.
1. Theanimalstilloccurred widely along thecoastand theupperstreams,

andthesignsofitsoccurrencewereseenevenalongthecoastin suburban areas.

2. Therockycoastfacingtheopensea,wherefoodsandshelterswereabun･

dant,wasutilized more frequently by theanimalthanthebeach in shallow in･
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lets.

3. Theanimalpreyedchie丑yonBshesalongthecoast,andonsmallnshes,
CrayRshesandfrogsalongtheriver.

4. Thecomplicatedtopographyofshorelinesandtheabsenceofbankrevet･
mentintheupperstreamsseem tobeadvantageousfortheanimaltosurvive.


